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香
南
市
で
街
頭
宣
伝

高知県革新懇

県
土
の
軍
事
基
地
化
反
対

市
民
に
情
報
を
提
供
せ
よ
！

　
香
南
市
香
我
美
町
に
「
陸
上
自
衛
隊
第

１
４
旅
団
第
５
０
普
通
科
連
隊
」
が
や
っ

て
き
ま
す
。

　
現
在
、
香
我
美
町
鳥
越
地
区
は
２
９
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
山
を
削
り
取
り
、
谷
間
に
土

を
埋
め
、
１
６
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
平
地
を
造

成
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
や
体
育
館
、
ヘ
リ

ポ
ー
ト
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練
塔
な
ど
が
建

設
さ
れ
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
北
側

の
山
約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
演
習
場
に

使
い
、
射
撃
訓
練
、
爆
破
訓
練
な
ど
、
ま
さ

に
人
殺
し
の
訓
練
場
と
な
り
ま
す
。

　
訓
練
は
「
昼
夜
を
分
か
た
ず
実
施
す
る

こ
と
を
基
本
と
す
る
」
な
ど
と
し
て
お
り

（
自
衛
隊
説
明
書
よ
り
）
、
爆
音
、
破
裂
音
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
騒
音
で
住
民
の
安
穏
な

日
常
が
脅
か
さ
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
香
南
市
民
に

は
ほ
と
ん
ど
知
ら
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
造

成
工
事
に
使
う
ダ
ン
プ
カ
ー
も
敷
地
内
の

土
の
移
動
で
済
む
こ
と
か
ら
、
香
南
市
民

は
、
工
事
そ
の
も
の
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
さ
え
分
か
ら
な
い
状
態
で
し
た
。

　
７
月
１
４
日
、
自
衛
隊
が
迷
彩
服
を
着

用
し
、
小
銃
を
携
帯
し
て
香
南
市
野
市
町

か
ら
土
佐
山
田
町
ま
で
行
進
を
し
た
こ
と

を
「
高
知
民
報
」
が
報
道
し
、
読
者
を
驚
か

せ
ま
し
た
。

　
香
南
市
の
広
報
８
月
号
は
、
こ
の
行
軍

が
「
市
民
に
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
広
げ
る

た
め
」
と
、
行
軍
の
狙
い
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
市
長
が
特
産
の
ハ
ウ
ス
み
か
ん
を

手
渡
し
、
ね
ぎ
ら
っ
た
」
と
報
道
し
て
い
ま

す
。

　
迷
彩
服
、
小
銃
携
帯
と
い
う
実
戦
さ
な

が
ら
の
姿
を
市
民
に
慣
れ
さ
せ
る
と
い
う

傍
若
無
人
な
自
衛
隊
を
市
長
が
激
励
す
る

こ
と
に
市
民
か
ら
批
判
が
出
て
い
ま
す
。

　
高
知
県
革
新
懇
は
、
誘
致
さ
れ
る
自
衛

隊
が
、
現
に
香
我
美
町
岸
本
に
あ
る
「
施
設

部
隊
」
と
は
全

く
異
質
の
「
実

戦
部
隊
」
で
あ

り
、
鳥
越
の
施

設
で
は
、
「
人

殺
し
の
訓
練
」

を
す
る
と
い

う
こ
と
が
市

民
に
知
ら
さ

れ
て
い
な
い

こ
と
を
重
視
し
、
香
南
市
民
に
真
実
を
知

ら
せ
、
市
民
の
自
主
的
な
運
動
が
起
き
る

た
め
の
援
助
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
９
月
１
４
日
、
県
労
連
カ
ー
、
県
教
組

カ
ー
に
県
革
新
懇
、
平
和
委
員
会
、
県
教
組

の
メ
ン
バ
ー
１
５
名
が
分
乗
し
、
１
２
カ

所
で
宣
伝
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　
宣
伝
に
た
い
す
る
反
応
は
、「
地
権
者
だ

が
、
反
対
し
て
い
る
の
は
私
だ
け
。
よ
う
、

宣
伝
し
て
く
れ
た
」
、「
知
ら
な
か
っ
た
」
と

い
う
一
方
で
、「
自
衛
隊
が
来
る
の
で
景
気

　
日
　
程
　
　
　
　
場
　
所
　
　
　
対
象
地
域
労
連

９
月
２
５
日
（
木
）
安
芸
教
組
　
安
芸
芸
西
労
連
、
室
戸
労
連

９
月
３
０
日
（
火
）
土
長
教
組
　
南
国
労
連
、
嶺
北
労
連

１
０
月
１
日
（
水
）
香
美
教
組
　
香
美
労
連

１
０
月
３
日
（
金
）
高
知
市
　
　
　
高
知
市
地
域
労
連

１
０
月
８
日
（
水
）
幡
多
教
組
　
　
幡
多
中
央
労
連
、
大
月
労
連
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
労
連
、
北
幡
労
連

１
０
月
９
日
（
木
）
高
岡
教
組
　
　
日
高
労
連
、
佐
川
労
連
、

　
　
　
　
　
　
　
　
土
佐
市
春
野
労
連
、
須
崎
労
連
、
窪
川
労
連

目
的軸

足
を
「
職
場
と
地
域
に
」
お
く
と
い
う
方
針
の
具
体
化
を
図

る
。具
体
的
に
は
、次
の
３
点
を
目
的
に
組
織
の
整
備
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

①
地
域
組
織
を
組
織
拡
大
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
す
る
。

　
　
再
建
・
再
活
性
化
、
自
治
体
合
併
へ
の
対
応
、
新
た
な
地
域
運

動
へ
の
対
応
を
含
め
組
織
整
備
を
図
る
。

②
全
労
連
が
提
起
す
る「
憲
法
闘
争
の
３
つ
の
柱
」の
１
つ
で
あ
る

「
住
み
続
け
た
い
・
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
運
動
」（
「
く
ら
し
に

憲
法
を
」
－
「
こ
ん
な
地
域
運
動
」
の
継
続
・
発
展
）
を
推
進

す
る
拠
点
と
し
て
整
備
を
図
る
。

③
そ
れ
ら
を
通
じ
て
地
域
を
変
え
、
政
治
を
変
え
る
拠
点
と
し
て

の
展
望
を
確
立
す
る
。

地
域
労
連
オ
ル
グ
の
お
知
ら
せ

が
良
く
な
る
と
聞
い
た
」
、
「
こ
れ
で
敵
に

攻
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」
、
「
岸
本
の
部

隊
も
問
題
な
い
か
ら
心
配
な
い
」
と
い
う

も
の
で
し

た
。

　
引
き
続

き
市
民
へ

の
啓
蒙
と

香
南
市
に

た
い
し
、

「
市
民
に

情
報
を
提
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　「装備品」から転載

香南市野市町を行軍　「高知民報」より

野市町みどり野団地内を闊歩　

　「高知民報」より

供
せ
よ
」
と
い
う
働
き
か
け
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。


